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よ
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輝
き

神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
で
は
，
牧
野
町
長
へ

次
の
と
お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
農
業
施
策
に

関
す
る
要
望
事
項

一
．
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴�

農
産
物
の
販
売
強
化
と
特
産
品
の
研
究
開
発

　
①�

産
直
市
場
の
施
設
の

拡
充
強
化
を
図
る
と

共
に
、
消
費
者
に
喜

ば
れ
る
物
作
り
と
安

定
的
集
出
荷
に
よ
り

市
場
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
３
市
場
を

横
断
的
に
生
産
指
導

及
び
集
出
荷
調
整
を

行
う
専
任
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
。

　
②�

捕
獲
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
施
設
を
公
設
民
営
化
で

設
置
し
、
肉
の
商
品
化
と
販
売
体
制
の
構
築
を
図

る
こ
と
。

⑵
農
地
保
全
と
放
棄
地
対
策

　
①�

農
地
保
全
と
放
棄
地
対
策
の
た
め
、
各
地
域
の
担

い
手
や
土
木
業
者
を
中
心
に
作
業
受
託
の
補
助
制

度
と
、
法
人
の
設
立
が
困
難
な
地
域
を
守
る
た
め

の
補
助
拡
充
と
支
援
対
策
を
創
設
す
る
こ
と
。

　
②�

産
業
課
助
成
事
業
で
、
営
農
組
合
・
中
山
間
地
組

合
等
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
場
合
の
事

業
助
成
措
置
を
法
人
と
同
一
に
す
る
こ
と
。

⑶
農
業
後
継
者
確
保
対
策

　

�　
油
木
高
等
学
校
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
卒
業
者
で
、
農

業
に
従
事
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
講
じ
、
後
継
者
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

⑷
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の
強
化

　

�　
更
な
る
駆
除
班
の
充
実
と
、
新
た
な
自
己
防
衛
策

の
研
究
及
び
助
成
金
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

二
．�

食
農
教
育
の
推
進
と
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産

物
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

　
食
の
「
安
心・安
全
」、「
地
産
地
消
」
の
視
点
か
ら
、

町
内
の
学
校
給
食
に
町
内
産
品
を
積
極
的
に
利
用
す
る

よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

三
．
農
業
委
員
会
へ
の
支
援
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

　
農
地
法
改
正
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
業
務
拡
大
に
伴

い
、
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
用
が
出
来
る
よ
う
、

農
業
委
員
会
の
活
動
予
算
の
確
保
と
、
実
務
に
精
通
し

た
職
員
の
確
保
及
び
増
員
を
行
う
等
体
制
整
備
を
図
る

こ
と
。

四
．
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

⑴
集
落
法
人
等
の
育
成
・
推
進
に
つ
い
て

　

�　
地
域
の
実
態
に
即
し
た
集
落
法
人
の
育
成
と
、
地

域
営
農
の
強
化
及
び
集
落
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
め
ざ

す
た
め
、
農
業
生
産
法
人
の
設
立
要
件
に
つ
い
て
検

討
を
求
め
る
こ
と
。（
小
規
模
集
落
の
支
援
・
救
済

策
が
必
要
）

⑵�

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
①�

食
料
自
給
率
の
向
上
と
、
安
心
・
安
全
な
食
料
の

安
定
供
給
を
確
保
す
る
。

　
②�

価
格
破
壊
に
よ
る
離
農
の
加
速
に
伴
い
荒
廃
地
の

拡
大
と
、
農
村
の
空
洞
化
に
よ
る
地
域
の
崩
壊
の

恐
れ
。

　

�　

以
上
の
こ
と
等
か
ら
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

国
へ
対
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
へ
の
反
対
を
強
力
に
働

き
か
け
て
頂
き
た
い
。

牧野町長に建議を手渡す佐伯農業委員会長

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て

い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
。
そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
何
か
？
日

本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
で
私
達
の
生
活
、
特
に

農
業
に
は
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
？
な
ど
農
業
に

関
わ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
身
近
な
問
題
と
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
？

　
太
平
洋
を
と
り
ま
く
９
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ブ
ル
ネ
イ
・
チ
リ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ペ
ル
ー
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ト
ナ

ム
）
が
交
渉
を
進
め
て
い
る
貿
易
交
渉
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
と
し
て
、「
関
税
の
撤
廃
」
と
「
各

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
や
仕
組
み
の
統
一
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
一
度
参
加
を
し
た
ら
、
脱
退
す
る
の
は

非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
交
渉
で
は
、
農
業
・
工
業
・

衣
料
品
の
ほ
か
銀
行
・
保
険
・
電
気
通
信
・
医
療
な
ど

24
分
野
に
わ
た
り
広
範
囲
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
に
大
き
く
関
わ
る
六
つ
の
事
項

　

24
分
野
の
中
か
ら
農
業
に
関

わ
る
事
項
を
挙
げ
る
と
…

　
一
．
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス

　
（�

農
産
物
の
貿
易
関
税
の
完

全
撤
廃
で
完
全
自
由
化
）

　

�　

日
本
の
関
税
率
は
、
現

在
、
米
が
７
０
０
％
、
小
麦

は
２
０
０
％
以
上
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
二
．
原
産
地
規
制

　
（
関
税
の
減
免
と
な
る
国
の
証
明
の
取
組
み
）

　
三
．
貿
易
円
滑
化

　
（
貿
易
透
明
性
と
簡
素
化
の
取
組
み
）

　
四
．
衛
生
植
物
検
疫
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）

　
（�

食
品
、
動
物
、
植
物
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
取
組
み
）

　
五
．
貿
易
の
技
術
的
障
害

　
（�

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
貿
易
に
支
障
の
な
い
取
組

み
）

　
六
．
貿
易
救
済
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
ー
ド
）

　
（�

す
べ
て
の
輸
入
品
に
、
国
内
産
業
保
護
の
為
の
緊

急
停
止
措
置
）

　
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え

て
み
ま
す
。

農
業
へ
の
影
響

　
全
て
の
輸
入
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
で
、
外
国
産

の
低
価
格
な
農
林
水
産
物
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
消
費
者
の
立
場
で
考
え
れ
ば
、
安
い
方
が
い
い

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
な
れ
ば
、
国
内
の
生
産
者

は
減
退
し
、
国
内
産
の
農
林
水
産
物
の
生
産
量
が
激
減

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
物
自
給
率
は
現

在
、
約
40
％
と
言
わ
れ
、
唯
一

自
給
で
き
る
の
が
お
米
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仮

に
６
，
０
０
０
円
／
袋
で
取
引

さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
７
０
０
％
の
関
税
が
無
く
な

る
と
、
７
０
０
円
程
度
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
っ
た
時
に
…

　
・�

自
給
率
は
ど
こ
ま
で
下
が

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
・�

私
達
、
中
山
間
地
域
の
農

業
は
、
採
算
が
と
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
・�

い
ざ
干
ば
つ
や
冷
夏
な
ど

の
天
候
不
順
で
、
凶
作
の
年
に
は
食
料
の
確
保
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
な
ど
と
、
不
安
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
、
基
準
や
規
則
の

緩
和
や
撤
廃
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
厳
し
い
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各
国
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
で

基
準
を
引
き
下
げ
る
事
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
う
な
っ
た
時
に
…

　
・�

牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
輸
入
食
品
の
品
質

確
認
は
引
き
続
き
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
・�

日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス

ト
（
収
穫
後
使
用
）
農
薬
が
許
可
さ
れ
た
場
合
、

体
へ
の
影
響
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
・�

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
や
新
た
な
残
留
農
薬
や
食

品
添
加
物
の
食
品
が
輸
入
拡
大
し
、
安
心
し
て
食

べ
る
事
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
か
ら
、
政
府
に
よ
る
内
容
の
非
公
表
で
の
事
前

協
議
交
渉
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
今
回
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
中
で
も
農
業
に
関
わ
る
部
分
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、

交
渉
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
私
達
の
生
活
に
大
き
く
関

係
す
る
事
ば
か
り
で
す
。
も
っ
と
私
達
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

に
関
心
を
持
ち
、知
る
事
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
の
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
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